
当ファンドは、信託約款において運用報告書（全体版）を電磁的方法によりご提供することを定めております。運用報告書（全体版）
は、下記の手順で閲覧、ダウンロードすることができます。なお、書面をご請求される方は、販売会社までお問い合わせください。

＜運用報告書（全体版）の閲覧・ダウンロード方法＞
ホームページにアクセス ⇒「ファンド情報」を選択 ⇒ ファンド名を選択 ⇒「目論見書・月報・運用報告書等」の
「運用報告書（全体版）」を選択

イーストスプリング・インベストメンツ株式会社
〒100-6905
東京都千代田区丸の内2-6-1丸の内パークビルディング
https://www.eastspring.co.jp/
 〔お問い合わせ先〕
電話番号：03-5224-3400
 （受付時間は営業日の午前９時から午後５時まで）

受益者のみなさまへ
平素は格別のお引立てにあずかり厚くお礼申

し上げます。
当ファンドは、主としてインドの公益および

インフラ関連の債券に実質的に投資を行い、安
定した収益の確保と信託財産の中長期的な成
長を目指して運用を行います。当作成対象期間
につきましてもこれに沿った運用を行ってまい
りました。ここに、その運用状況をご報告申し
上げます。
今後とも一層のご愛顧を賜わりますよう、お

願い申し上げます。

作成対象期間　2022年１月12日～2022年７月11日

（毎月決算型）
第83期 2022年２月10日決算　第86期 2022年５月10日決算
第84期 2022年３月10日決算　第87期 2022年６月10日決算
第85期 2022年４月11日決算　第88期 2022年７月11日決算

（年２回決算型）
第15期 2022年７月11日決算

（毎月決算型）� 日経新聞掲載名：インド公益債

第88期末 基準価額 9,047円
純資産総額 29,213百万円

第83期～
第88期

騰落率 9.4％
分配金合計 270円

（年２回決算型）� 日経新聞掲載名：インド公益２

第15期末 基準価額 13,752円
純資産総額 9,824百万円

第15期 騰落率 9.4％
分配金合計 0円

（注）‌�騰落率は分配金(税引前)を分配時に再投資したものとみなし
て計算したものです｡

交付運用報告書

イーストスプリング・
インド公益インフラ
債券ファンド

（毎月決算型）／（年２回決算型）

追加型投信／海外／債券
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1－　　－

（毎月決算型）
基準価額等の推移について� （2022年１月12日～2022年７月11日）

第83期首   8,531円
第88期末   9,047円（既払分配金270円）
騰 落 率 9.4％（分配金再投資ベース）

（注１）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
の運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価
額により課税条件も異なります。したがって、お客様１人ひとりの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、作成期首の値が基準価額と同一になるように指数化しております。

基準価額の主な変動要因
当作成期の基準価額は上昇しました。

上昇要因 ・債券のクーポン収入（利金）。
・インドルピーが対円で上昇したこと。

運用経過
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2－　　－

１万口当たりの費用明細� （2022年１月12日～2022年７月11日）

項目 第83期～第88期 項目の概要金額 比率
（a）信託報酬 73円 0.840％ （a）信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率

作成期間の平均基準価額は、8,746円です。

（投信会社） （36） （0.409） 委託した資金の運用の対価

（販売会社） （36） （0.409） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、
購入後の情報提供等の対価

（受託会社） （  2） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b）その他費用 2 0.020 （b）その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数

（保管費用） （  1） （0.015） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管
および資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （  0） （0.002） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（印刷） （  0） （0.002） 目論見書および運用報告書等の法定開示書類の作成費用等

（その他１） （  0） （0.002） インドの税務代理人に対する手数料等

合計 75 0.860

（注１）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるた
め、簡便法により算出した結果です。

（注２）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗

じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
（注４）その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。
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3－　　－

（注）各費用は、1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率

とは異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.82％

その他費用
0.04％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％ 総経費率

1.72％

運用管理費用
（受託会社）
0.04％

（参考情報）
■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した
総経費率（年率）は1.72％です。

CC_22902850_02_ostイーストスプリング_インド公益インフラ債券F（毎月／年2回）_交運_運用経過.indd   3 2022/08/25   13:40:45



4－　　－

最近５年間の基準価額等の推移について� （2017年７月10日～2022年７月11日）

（注１）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
の運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価
額により課税条件も異なります。したがって、お客様１人ひとりの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2017年７月10日の値が基準価額と同一になるように指数化しております。

決算日 2017/７/10 2018/７/10 2019/７/10 2020/７/10 2021/７/12 2022/７/11

基準価額 （円） 10,076 8,791 8,843 7,849 8,295 9,047
期間分配金合計（税引前） （円） ― 540 540 540 540 540
分配金再投資基準価額の騰落率（％） ― －7.6 7.1 －5.2 12.8 16.2
純資産総額� （百万円） 56,029 63,371 58,747 42,331 31,241 29,213
＊当ファンドの運用の基本方針に適合した、公表されている指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設
けておりません。
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5－　　－

（年２回決算型）
基準価額等の推移について� （2022年１月12日～2022年７月11日）

第15期首 12,568円
第15期末 13,752円（既払分配金０円）
騰 落 率 9.4％（分配金再投資ベース）

（注１）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
の運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価
額により課税条件も異なります。したがって、お客様１人ひとりの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一になるように指数化しております。

基準価額の主な変動要因
当期の基準価額は上昇しました。

上昇要因 ・債券のクーポン収入（利金）。
・インドルピーが対円で上昇したこと。

運用経過
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6－　　－

１万口当たりの費用明細� （2022年１月12日～2022年７月11日）

項目 当期 項目の概要金額 比率
（a）信託報酬 110円 0.840％ （a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

期中の平均基準価額は、13,062円です。

（投信会社） （  53） （0.409） 委託した資金の運用の対価

（販売会社） （  53） （0.409） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、
購入後の情報提供等の対価

（受託会社） （    3） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b）その他費用 3 0.027 （b）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（保管費用） （    2） （0.015） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管
および資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （    1） （0.005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（印刷） （    1） （0.006） 目論見書および運用報告書等の法定開示書類の作成費用等

（その他１） （    0） （0.002） インドの税務代理人に対する手数料等

合計 113 0.867

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡
便法により算出した結果です。

（注２）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）�各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じた

もので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
（注４）その他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。
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7－　　－

（注）各費用は、1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率

とは異なります。

運用管理費用
（投信会社）
0.82％

その他費用
0.05％

運用管理費用
（販売会社）
0.82％

総経費率
1.73％

運用管理費用
（受託会社）
0.04％

（参考情報）
■総経費率
　当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券
取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.73％です。
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最近５年間の基準価額等の推移について� （2017年７月10日～2022年７月11日）

（注１）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
の運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについては、お客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価
額により課税条件も異なります。したがって、お客様１人ひとりの損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2017年７月10日の値が基準価額と同一になるように指数化しております。

決算日 2017/７/10 2018/７/10 2019/７/10 2020/７/10 2021/７/12 2022/７/11

基準価額 （円） 11,171 10,318 11,050 10,486 11,831 13,752
期間分配金合計（税引前） （円） ― 0 0 0 0 0
分配金再投資基準価額の騰落率（％） ― －7.6 7.1 －5.1 12.8 16.2
純資産総額� （百万円） 17,978 20,129 20,316 14,063 10,153 9,824
＊当ファンドの運用の基本方針に適合した、公表されている指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設
けておりません。
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投資環境について
インド債券市場
当（作成）期中においてインド10年国債の
利回りは上昇（価格は下落）傾向で推移しま
した。
米連邦準備制度理事会（FRB）が、2022年

１月の米連邦公開市場委員会（FOMC）にお
いて３月の利上げを示唆すると米国債利回り
は上昇し、インド国債利回りも連れて上昇し
ました。２月に発表された2022/23年度国家
予算案では、インフラ投資拡大など拡張的な
財政政策が示され、インド国債利回りは一段
と上昇しました。しかし、その後の金融政策
決定会合において市場予想に反してインド準
備銀行（RBI）が政策金利を据え置くと、利
回りは一時的に低下に転じました。その後
は、RBIの想定を上回って消費者物価指数
（CPI）の上昇が続いたことなどから、５月に

は緊急の金融政策決定会合が開催され、３年
９ヵ月ぶりに政策金利の引き上げが決定、即
日実施され、６月もインフレ警戒姿勢が強まっ
たことから政策金利が引き上げられました。

為替市場
インドルピーは、当（作成）期を通じてドル
高インドルピー安基調で推移しました。FRB
による積極的な金融引き締めにより、対主要
通貨でのドル高が進行するなかで、原油価格
上昇を背景とした経常収支の悪化懸念などが
インドルピーの下押し材料となりました。
対円では、期を通じてインドルピー高とな

りました。RBIが足元で金融引き締め姿勢を
強めているのに対して、日銀は当面の間、緩
和的な政策を維持する方針であり、金融政策
の方向性の違いが材料視されました。

ポートフォリオについて
イーストスプリング・インド公益インフラ
債券ファンド（毎月決算型）／
（年２回決算型）
イーストスプリング・インド公益インフラ
債券マザーファンド受益証券への投資を通じ
て、主としてインドの公益およびインフラ関
連の債券に投資しました。

イーストスプリング・インド公益インフラ
債券マザーファンド
主としてインドの公益およびインフラ関連

の債券に投資を行い、安定した収益の確保と
信託財産の中長期的な成長を目指した運用を
行いました。マクロ経済分析および金利分析
に加え、個別発行体に対するクレジット調査
に基づく銘柄選択により、運用を行いました。
当（作成）期は、金利上昇に備えて変動利
付国債や短期債を購入し、デュレーションを
短期化しました。
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ベンチマークとの差異について
当ファンドの運用の基本方針に適合した、公表されている指数が存在しないため、ベンチマーク

および参考指数を設けておりません。

分配金について
分配金額は、基準価額水準・市況動向等を勘案して、以下の通りとさせていただきました。なお、

留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。

（年２回決算型）

項目
第15期

2022年１月12日
～2022年７月11日

当期分配金 (円) －
（対基準価額比率）(％) －
当期の収益 (円) －
当期の収益以外 (円) －

翌期繰越分配対象額 (円) 4,712

（注１）「当期の収益」と「当期の収益以外」は円未満は切捨てて表示しているため、合計が「当期分配金」と一致しな
い場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、
ファンドの収益率とは異なります。

（注３）－印は該当がないことを示しています。

分配原資の内訳（１万口当たり、税引前）
（毎月決算型）

項目
第83期 第84期 第85期 第86期 第87期 第88期

2022年１月12日
～2022年２月10日

2022年２月11日
～2022年３月10日

2022年３月11日
～2022年４月11日

2022年４月12日
～2022年５月10日

2022年５月11日
～2022年６月10日

2022年６月11日
～2022年７月11日

当期分配金 (円) 45 45 45 45 45 45
（対基準価額比率）(％) 0.533 0.543 0.508 0.505 0.494 0.495
当期の収益 (円) 27 26 43 38 45 32
当期の収益以外 (円) 17 18 1 6 － 12

翌期繰越分配対象額 (円) 784 766 765 759 759 748
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今後の運用方針について
イーストスプリング・インド公益インフラ
債券ファンド（毎月決算型）／
（年２回決算型）
引き続きイーストスプリング・インド公益

インフラ債券マザーファンド受益証券を高位
に組み入れることにより、安定した収益の確保
と信託財産の中長期的な成長を目指します。

イーストスプリング・インド公益インフラ
債券マザーファンド
インド準備銀行（RBI）は、想定を上回る消
費者物価指数（CPI）の上昇を背景として、５
月の緊急利上げに続き、６月の定例の金融政
策決定会合においても政策金利を引き上げま
した。インド政府も物価高への対応として、
ガソリンやディーゼル燃料に対する減税措置
や石油会社への値下げ要請などの対応策を打
ち出していますが、物価上昇の収束には時間
を要するとみられています。このような環境
下においてRBIは、長期的な経済成長のため
インフレ抑制を優先する姿勢を鮮明にしてお
り、今後も利上げサイクルが継続すると予想
しています。
引き続き、発行企業の信用度や市場での流
動性を重視しつつ、保守的なデュレーション
管理と個別発行体に対するクレジット調査に
基づく銘柄選択により、安定した収益の確保
と信託財産の中長期的な成長を目指して運用
を行って参ります。
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商品分類 追加型投信／海外／債券

信託期間 （毎月決算型）　2015年２月10日から2025年１月10日まで
（年２回決算型）2015年４月10日から2025年１月10日まで

運用方針
イーストスプリング・インド公益インフラ債券マザーファンド受益証券への投資を通じ
て、主としてインドの公益およびインフラ関連の債券（以下「公益インフラ債券」）に投
資を行い、安定した収益の確保と信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

主要投資対象

イーストスプリング・
インド公益インフラ
債券ファンド

（毎月決算型）／
（年２回決算型）

イーストスプリング・インド公益インフラ債券マザーファンド
受益証券を主要投資対象とします。

イーストスプリング・
インド公益インフラ債券
マザーファンド

インドの公益インフラ債券を主要投資対象とします。

運用方法

イーストスプリング・
インド公益インフラ
債券ファンド

（毎月決算型）／
（年２回決算型）

以下の投資制限のもと運用を行います。
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。
・�株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）
への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以内とし
ます。

イーストスプリング・
インド公益インフラ債券
マザーファンド

以下の投資制限のもと運用を行います。
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。
・�株式（新株引受権証券および新株予約権証券を含みます。）
への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以内とします。

分配方針
（毎月決算型）　原則として毎月10日（休業日の場合は翌営業日）
（年２回決算型）原則として、毎年１月10日および７月10日（休業日の場合は翌営業日）
各ファンドの毎決算時に、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して分配金額を
決定します。分配対象額が少額の場合は、分配を行わないことがあります。

当ファンドの概要

該当事項はありません。

お知らせ
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※当ファンドと代表的な資産クラスについて、上記期間の各月末における直近１年間の騰落率の平均・最大・最小
を表示し、定量的に比較できるように作成したものです。当ファンドの決算日に対応した数値とは異なります。
※すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
※当ファンドの年間騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したものであり、実際の基準価額
に基づいて計算した年間騰落率とは異なる場合があります。

各資産クラスの指数

日 本 株 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）
（配当込み）

株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「Ｊ
ＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、
利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩ
Ｘに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。
ＪＰＸは、ＴＯＰＩＸの指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中
断に対し、責任を負いません。

先進国株 ＭＳＣＩコクサイ・インデックス
（配当込み、円換算ベース） MSCI Inc.が算出している指数です。同指数に関する著作権、知的

財産権その他一切の権利はMSCI Inc. に帰属します。またMSCI 
Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を
有しています。新興国株

ＭＳＣＩエマージング・マー
ケット・インデックス
（配当込み、円換算ベース）

日本国債 ＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ国債 野村證券株式会社が公表している指数で、その知的財産権は野村證
券株式会社に帰属します。

先進国債 
ＪＰモルガンＧＢＩグローバル
（除く日本、ヘッジなし・円
ベース） J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表しているインデックスで

あり、著作権、知的財産権はJ.P. Morgan Securities LLCに帰属し
ます。

新興国債 
ＪＰモルガンＧＢＩ-ＥＭグ
ローバル・ダイバーシファイド
（円ベース）

（注）�海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円ベースの指数を採用しています。「円換算ベース」
は、米ドルベースの指数を当社が円換算したものです。

（参考情報）代表的な資産クラスとの騰落率の比較
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（毎月決算型）
当ファンドの組入資産の内容

組入ファンド� （組入銘柄数：１銘柄）

ファンド名 第88期末
2022年７月11日

イーストスプリング・インド公益インフラ債券マザーファンド 100.6％
（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）比率は当ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）資産別配分において未払金等の発生により「その他」の数値がマイナスになることがあります。

純資産等

項目 第83期末
2022年２月10日

第84期末
2022年３月10日

第85期末
2022年４月11日

第86期末
2022年５月10日

第87期末
2022年６月10日

第88期末
2022年７月11日

純資産総額� （円） 28,421,621,529 27,615,426,746 29,033,010,609 28,745,286,929 29,331,030,367 29,213,093,873
受益権総口数� （口） 33,833,590,113 33,524,595,653 32,928,508,498 32,452,200,715 32,338,112,009 32,290,476,457
１万口当たり基準価額�（円） 8,400 8,237 8,817 8,858 9,070 9,047
＊�当作成期中（第83期～第88期）において追加設定元本額は1,404,028,872円、一部解約元本額は3,298,173,004円です。

ファンドデータ

マザー
ファンド
100.6％

その他
－0.6％

資産別配分

日本
100.0％

国別配分

日本円
100.0％

通貨別配分
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（年２回決算型）
当ファンドの組入資産の内容

組入ファンド� （組入銘柄数：１銘柄）

ファンド名 第15期末
2022年７月11日

イーストスプリング・インド公益インフラ債券マザーファンド 100.8％
（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）比率は当ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）資産別配分において未払金等の発生により「その他」の数値がマイナスになることがあります。

純資産等

項目 第15期末
2022年７月11日

純資産総額� （円） 9,824,910,191
受益権総口数� （口） 7,144,422,910
１万口当たり基準価額� （円） 13,752
＊当期中において追加設定元本額は158,842,485円、一部解約元本額は830,770,739円です。

ファンドデータ

マザー
ファンド
100.8％

その他
－0.8％

資産別配分

日本
100.0％

国別配分

日本円
100.0％

通貨別配分
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組入上位ファンドの概要
＜イーストスプリング・インド公益インフラ債券マザーファンド＞
基準価額の推移（2021年１月13日～2022年１月11日）
（円）
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14,000
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組入上位10銘柄（組入銘柄数：42銘柄）� （2022年１月11日現在）
銘柄名 種別 利率 償還日 国・地域 比率

INDIA GOVT BOND 国債 4.6200% 2033/９/22 インド 9.0%
INDIA GOVT BOND 国債 6.6400% 2035/６/16 インド 6.8%
PIPELINE INFRASTRUCTURE LTD 社債 8.9508% 2024/３/22 インド 5.8%
NHPC LTD 社債 8.1200% 2029/３/22 インド 5.4%
INDIA GOVT BOND 国債 7.5700% 2033/６/17 インド 5.1%
NABARD 社債 6.8500% 2031/３/21 インド 5.0%
TATA STEEL LTD 社債 2.0000% 2022/４/23 インド 4.9%
INDIA GOVT BOND 国債 6.6700% 2035/12/15 インド 4.8%
COASTAL GUJARAT POWER LTD 社債 9.7000% 2023/８/25 インド 4.2%
SIKKA PORTS & TERMINALS LTD 社債 7.9500% 2026/10/28 インド 4.2%

（注）組入上位10銘柄、資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する割合、国別配分の比率は組入銘柄の総額に対する割合です。

＊組入全銘柄に関する詳細な情報等については、運用報告書（全体版）でご覧いただけます。

外国債券
88.0％

その他
12.0％

資産別配分

インド
100.0％

国別配分
米ドル
5.8％

インドルピー
90.7％

日本円
3.4％

通貨別配分
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１万口当たりの費用明細� （2021年１月13日～2022年１月11日）

項目 当期 項目の概要金額 比率
（a）その他費用 5円 0.034％ （a）その他費用＝�期中のその他費用÷期中の平均受益権口数� �

期中の平均基準価額は、13,545円です。

（保管費用） （4） （0.030） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管
および資金の送金・資産の移転等に要する費用

（その他１） （0） （0.004） インドの税務代理人に対する手数料、ライセンス更新料等

合計 5 0.034

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡
便法により算出した結果です。

（注２）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じた

もので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
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